
近年になって「発達障がい」という言葉を耳にする機会が多くなっており、徐々にそれが身近
なものとなっているように感じる。

発達障がいとは対人を避け、個人での活動を好むことや自身の中でこだわりを強く持ち、アイ
デンティティが他者より表に現れやすいなどの特徴がある一方で、他者とのコミュニケーショ
ンが苦手だったり、自制することが困難なため急に感情的になるなどほんの少しの感覚的な
「ズレ」により社会から距離を置かれる存在とされてきた事例も少なくない。そして、それら
は身体的なものとは異なり、外見に現れにくいものであることから他者に理解されることが難
しいということが現状である。
人より少し「ズレ」があるという理由だけでなぜ「障害」として扱われ、社会から距離を置く
ように見えないバリアを強いられなければならないのだろうか。

私はこれまで発達障がいという個性を持った人と近しい環境で生活する機会が多くあった。
そのような私自身の境遇から「発達障がい者にとっての活動力、すなわち労働、仕事、活動と
は」という問いについて考えたいと思った。

「発達障がい者にとって人間の条件とは」

三つの基本的な人間の活動力、すなわち労働、仕事、活動を意味する

ハンナ・アーレント

福祉事業所とまちの条件
法政大学大学院

デザイン工学研究科建築学専攻
下吹越武人研究室

隔離されてきた歴史的背景

プライバシーの高い住宅を事業所に利用する

大きなポスターやブラインド、カーテンなどを使い、外から中の様子を隠す

塀や柵、花壇などを使い、はっきりとした境界を示す

テナントビルやマンションの上層部を事業所とし、街区との距離をとる

窓の少ない工場などが事業所として利用される

精神障がいや知的障がいを抱えた人々が生活する場が社会に対して隔離するという風習は現代においても残さ
れており、精神や知的に障がいのある人々が社会復帰を目指していくための働く場「福祉事業所」ではプライ
バシー性の高い住宅を作業場として計画されていたり、ビルやマンションの上層部に事業所を設置し街区との
距離をとったりなどそこで働く人々の活動を隠すように成り立ってきた。

・私宅監置

・終生保護するコロニー

発達障がいに区分される以前、精神障がい者や知的障がい者は山奥の終生保護する大規模施設コ
ロニー（敷地内に住宅、病院、学校、商店、農場、作業所などを備えた障がい者が暮らす小さな
村として計画されたもの）に保護され、家庭においては精神病院以外の場所でも拘束できる場所
として監置室にを設け閉じ込められたり、また孤児院、育児院、感化院に収容されるなど社会か
ら隔離された生活を余儀なくされてきた背景がある。

・孤児院、育児院、感化院

隠されるように成り立つ障がいを抱えた人々の働く場「福祉事業所」

家

福祉事業所

家でほとんどの時間を過ごしてい
る精神障害者・知的障害者にとっ
て福祉事業所は唯一日常の中で社
会と関わる拠点である

多くの時間を家で過ごす精神・
知的障がい者にとって福祉事業
所は日常の中で唯一社会と関わ
る生活の拠点であり、家を離れ
まちに出ていく機会を享受する
重要な役割を担っていると言え
ます。そんな人間の営みとして
の根幹にある活動力を養う場所
をこれまでのような賃金や成果
などの近代が追い求めた資本主
義的な枠組みで語るのではなく
、一人の人間として社会的参加
が実感できる「福祉事業所」と
して再考するべきなのではない
かと考える。またそれが障がい
者にとっての支援ひいては自立
へと繋がっていくのではないだ
ろうか。

賃金や成果が求められる

資本主義的福祉事業所

現代における福祉事業所とは
社会に帰属していく

「障がいを抱えた人々」の働く場としての公共空間とは

トイレ

キッチン

職員室

相談室

職員デスク

棚

レジ

作業場 1

職員

野菜売り場 焼き芋機

売り場

アクセス

管理するの関係

作業場 2

事務室

事務室

エントランス クールダウン 更衣室 更衣室 シャワー室
男性トイレ

棚

職員デスク 水道

カーテンタオルスリッパ結束機パーテーション

搬入 搬入

段ボール

作業空間

職員

作業空間 作業空間 作業空間

職員デスク職員デスク

一方向への作業

監視できる位置

デッキ
作業室１ 作業室２ 職員室

室
療
静

室
察
診

作業室3

機能訓練室
男子トイレ

女子トイレ

食堂

レ
イ
ト
子
男

レ
イ
ト
子
女

EV EV

相談室 トイレ

調理室

光庭 ゲスト
ルーム

洗濯室 女性浴室

男性浴室

機械浴室

配膳室・EV

室
護
看

室
備
設

職員室 会議室 更衣室給湯室更衣室

光庭

所長室 トイレトイレ 研修室

倉庫倉庫

ラウンジ

知的・精神障がい者の作業場 身体障がい者
の作業場

談話コーナー

水道

パーテーション

休み

作業

一つの場所で

①

②

③④

⑤ ⑥

外部との接点
休憩のみ

パーテーション
内で行き来する

作業

作業

作業
作業

作業 作業

休み

休み休み休み 休み

就労継続支援B型事業所 就労継続支援B型事業所/生活介護

平面計画の観察より、働く人々は職員の管理が行き渡るように配置・方向が規則的に定められ、また規格化された同じボリュームが並列しそこが
利用者たちの生活空間として成り立っており、自立し社会的参加を目指す場にも関わらず管理を重視したいわゆる施設型の構成になっている。

ハコモノとして生活空間を分解し配置され、機能によって
大きさだけが異なる同一の空間が横に並列された構成

居住エリアでも規則的に部屋が並べられ、
選択性のない固定化された空間計画

作業空間はパーテーションによって区分され、作業場所・
休憩場所はっきりと分類され、また場所も固定化されている

1. 施設型となった働く場（管理することが重視された構成）

・就労継続支援 B型事業所 /生活介護：作業・訓練内容

タオルをたたむ 結束機を使ってたたんだタオルをまとめる 糊付けされたタグをタオルで擦り取る 結束機でハンガーをまとめる

ワッシャー 作業マット ザル

ワッシャーを作業マットに置き、全てのマスに置けたらザルに移す

① ② ① ②

分担① 分担②

個数を管理する

ザルから袋に入れホチキスで止める

分担③

分担④

印刷されたタグを切り取る

袋にタグを糊付けする

分担① 分担② 分担③ 分担④ 分担⑤

厚紙を順番通りに折り曲げていき、箱・仕切り・ふたを組み立てていく 箱に仕切りをはめる 仕切りをはめた箱にふたをつける

・就労継続支援 B型事業所：作業・訓練内容

作業 1 車の部品作り (1)

バネ

針金

車のエンジンを掃除する部品

針金

バネ

針金をバネに入れる

② ③

車の部品の油を拭き取り、ハンコで型番をつける作業

ハンコ

車の部品

足で踏めば潰れる機械を使
いながら空き缶を潰す作業。

・障がい者入所施設 /生活介護：訓練内容

① ②
糸

ビーズ

指先の運動の向上を育む→生活行為：洗濯のものを干す動作

　脳の運動・機能向上を育む
→生活行為：食器を並べる動作

　脳の運動・機能向上を育む
→生活行為：洗濯物をたたみ、
　指定のところに片付ける動作

作業 2 車の部品作り (2)

作業 3 缶潰し

作業 1 タオルたたみ 作業 2 ハンガーの糊とり

作業 3 車の部品の仕分け・梱包・タグ付け

作業 4 梱包箱の組み立て

訓練 1 形合わせ

訓練 2 色合わせ

訓練 3 糸にビーズを通す

福祉事業所で行われている作業は車の一部の部品を組み立てたり、商品を梱包する箱を組み立てたりなど一連の工程の一部を切り取った作業がほとんどである。そのためモノが変化していく前後を知る余地がない軽作業は社会から切り離
されるように単純作業として成立している。また、モノが変化していくことによって獲得できる純粋なやりがいや喜びは制限され、社会性を失っているように思える。

3. 社会から切り離された事業所での労働

2. 場所性からの乖離（立地や場所に対する文脈を一切持たない構成）

以上の調査・分析よりこれまで
の福祉事業所は「社会に対する
帰属意識」、「場所に対する帰属
意識」が欠けていることにより
社会的参加を実感するきっかけ
を失い、一人の人間として働く
ことの喜びや社会と関わってい
くやりがいを後回しに計画され
てきたことが言える。
そこで私はこれら二つを獲得
することにより、現代におけ
る福祉事業所を再考すること
を目指す。

切り取られた作業
前後の工程を知るよしがない

空き家・空きテナントが働く場に

窓が少ない工場は内の活動を隠す

社会から切り離される

場所性を失っている

社会に隠すように成り立つ

街区から離れた位置

プライベート性が高い

管理を重視した施設型

1. 社会への帰属意識

2. 場所への帰属意識

利用者の生活空間は管理することを第一に優先され、またそこで行われる作業は
一連の工程の一部を切り取った軽作業であり、社会的なふるまいが欠落していた。

福祉事業所は場所に対する意識が全くなく、場所を選ばずどこにでも成立しており
まちに対して距離を置くように外部との関わりを遮断するように計画されてきた。

これまでの福祉事業所と現代における福祉事業所のあり方とは

https://www.nhk.or.jp/heart-net/article/435/

https://www.kobe-np.co.jp/news/kobe/202210/0015719479.shtml https://www.lion.co.jp/ja/company/history/museum/02/04.php

基礎調査として７カ所の福祉事業所、１カ所の特
別支援学級へと見学に行き、支援員とそこで働く
利用者との対話を行うとともに事業所内の平面計
画とそこでの作業内容を記録していった。福祉事
業所の選定基準は川崎市を拠点とし、初めに見学
した就労継続支援 B型事業所から範囲を拡大して
いきながら選定していった。
このような福祉事業所や特別学級では写真の撮影
が制限しているところがあったため、スケッチに
よって記録することとした。

福祉事業所への見学・対話による基礎調査

(1)就労継続支援 B型事業所

(5) 就労継続支援 B型事業所

(2) 就労継続支援 B型事業所 /生活介護

(6) 特別支援学級

(3) 障がい者入所施設 /生活介護

(7) 就労継続支援 A/B 型事業所 /生活介護

(4) 就労継続支援 B型事業所

(8) 就労継続支援 B型事業所

その他写真出典 　Google マップストリートビューhttps://www.kaigojob.com/job-postings/371915 http://burariba.or.jp/company.html

https://www.officetar.jp/building/44855/ https://ansinsougi.jp/s-101962 https://www.homes.co.jp/archive/b-13852813/u-1220951/

https://kanagawa-chiiki-kouken.com/archives/126 https://www.kaigojob.com/job-postings/367169 http://kfj.or.jp/disability01/ https://raymondsekkei.co.jp/works/welfare/1128/ https://www.ikuo.or.jp/facility/care-support/shirakashi/

http://blog.livedoor.jp/gacchan_blog/archives/81752766.html

障がい者入所施設/生活介護
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男性知的ユニット8室リビング
2階ラウンジ共

共

男性知的ユニット9室

リビング共

リビング共

リビング共

女性知的ユニット9室

女性身体ユニット6室

男性身体ユニット11室

リビング共

各部屋においても個性の滲み出る余地
を作らず、均一な部屋が整列している

・アトリエ聖風
・生活介護
・創作活動 
アイロンビーズや絵画、缶バッチ作り、デジタルアート
・調理活動 
簡単な工程で作ることができるお菓子等の作成

・エミフル東海道
・就労継続支援B型事業所
ギフト加工
江戸切子ガラス製作

・エンラボ カレッジ 川崎
・自立訓練、生活訓練
・6階
・Ｆｕｔｕｒｅ　Ｄｒｅａｍ Ａｃｈｉｅｖｅｍｅｎｔ 川崎
・就労移行支援事業所
・就労継続支援B型事業所
・10階
・Ｃｏｃｏｒｐｏｒｔ 川崎Ｏｆｆｉｃｅ
・就労移行支援事業所
・7階

・就労移行支援事業所ベクトル
・就労移行支援事業所

・川崎市南部身体障害者福祉会館
・生活介護
・川崎市ふじみ園
・就労継続支援B型事業所
・生活介護

・生活介護事業所おおしま
・生活介護
・35名
・就労支援事業所おおしま
・就労継続支援B型事業所
・20名

・エミフル川崎
・就労継続支援B型事業所
・2階

・ＬＩＴＡＬＩＣＯワークス川崎駅前南
・就労移行支援事業所
・8階・アクセスジョブ川崎

・就労移行支援事業所
・3階
・デジタルアートセンター神奈川
・就労継続支援B型事業所
・3階

・Ｋａｉｅｎ川崎
・就労移行支援事業所
・2階

・ｍａｎａｂｙ川崎事業所
・就労移行支援事業所
・2階

・ゆずりは園
・生活介護
・50名

・ぞうさん
・就労継続支援B型事業所
・20名

・ハーティーパーチＷｉｔｈ
・就労継続支援B型事業所
・20名

・ＩＲＯＤＯＲＩ
・就労継続支援B型事業所
・14名

・サニーアップ
・就労継続支援B型事業所

・キッチンらぼ
・就労継続支援A型事業所

・かわさき地域生活支援拠点たじま
・生活介護
・80名
・施設型

・療養通所介護まこと
・生活介護

・あんてろーぷ
・就労継続支援B型事業所

・Ｂｉ－ｚ Ｌａｂｏ
・就労継続支援A型事業所
・20名

・Ｎｅｓｔｉｎｇ
・生活訓練

川崎駅

京急川崎駅

八丁畷駅

川崎新町駅

小田栄駅

浜川崎駅

港町駅

鈴木町駅 川﨑大師駅

東門前駅 大師橋駅

小島新田駅

・川崎市わーくす川崎
・生活介護
・就労移行支援
・就労継続支援B型事業所
・施設型

・南部日中活動センター
・生活介護

・障がい者支援ステーションいろどり
・就労移行支援
・就労継続支援B型事業所

・むぎの穂
・生活介護
・35名

・ジョブサポートペスカ１
・就労継続支援B型事業所
・２0名
・2階

・ジョブサポートペスカ２
・就労継続支援B型事業所
・２0名
・2階

・チャレンジドジャパン川崎センター
・就労移行支援事業所
・9階

・ＬＩＴＡＬＩＣＯワークス川崎
・就労移行支援事業所
・８階

・就労移行ＩＴスクール川崎
・就労移行支援事業所
・6階

・わーくす大師
・就労移行支援事業所
・20名
・就労継続支援B型事業所
・20名

・デジタルアートセンタープラス神奈川
・就労継続支援B型事業所

・ディーキャリア 川崎オフィス
・就労移行支援事業所

・就労移行支援事業所ケイエスガード
・就労移行支援事業所
・就労継続支援B型事業所

・さくらネット
・就労継続支援A型事業所
・５階

・マルクカレッジ川崎
・生活訓練

・わたりだ
・生活介護
・２０名
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事業所名　アトリエ聖風
区分　　　就労移行/継続支援B型事業所
定員　　　20名
型　　　　施設型

1. 事業所名　川崎市南部身体障害者福祉会館
区分　　　生活介護
定員　
型　　　　施設型

7. 事業所名　就労支援事業所おおしま
区分　　　就労継続支援B型事業所
定員　　　20名　
型　　　　施設型

10. 事業所名　エミフル川﨑　2階
区分　　　就労継続支援B型事業所
定員　
型　　　　ビル型

11.

事業所名　アクセスジョブ川崎　3階
区分　　　就労移行支援事業所
定員　　　ー　
型　　　　ビル型

13. 事業所名　ぞうさん
区分　　　就労継続支援B型事業所
定員　　　20名　
型　　　　路面店型

18. 事業所名　ハーティーパーチＷｉｔｈ
区分　　　就労継続支援B型事業所
定員　　　20名　
型　　　　路面店型

19. 事業所名　ＩＲＯＤＯＲＩ
区分　　　就労継続支援B型事業所
定員　　　14名　
型　　　　施設型

20.

事業所名　療養通所介護まこと
区分　　　生活介護
定員　　　
型　　　　施設型

24. 事業所名　障がい者支援ステーションいろどり
区分　　　就労移行/継続支援B型事業所
定員　
型　　　　路面店型

30.

事業所名　むぎの穂
区分　　　生活介護
定員
型　　　　工場型

31. 事業所名　さくらネット　5階
区分　　　就労継続支援A型事業所
定員　　　
型　　　　ビル型

42.

川崎市を基準に川崎区・高津区・麻生区
の福祉事業所のプロットと成り立ちを見
てみると立地や場所に対する意識が一切
なく空いたテナントや空き家、マンショ
ンの一角、工場などを事業所にしている
事例がほとんどであり、施設型として計
画されてきた働く場は場所を選ばず「ま
ち」においてどこにでも成立していた。

写真出典 　Google マップストリートビュー

福祉事業所の今＿見学対話による基礎調査から見えてきたものを考察する



作業７園芸・・・作業場4で作業を行う。染色に利用される植物（ここでは主に藍、玉ねぎ、マリーゴールド、栗）を育てる工程。栽培や管理はボランティアの人が中心となっておこなっている。

織り場

作業室

トイレ

トイレ
トイレ

トイレ トイレ トイレ

作業場3
染め場

倉庫

倉庫

個室

相談室

蔵

倉庫

倉庫
（ビニールハウス）

作業場1
縫い場

作業場1
染め場

パーゴラ

パーゴラ

休憩所

倉庫

事務室作業室1

作業室2
作業室3

作業室4

デッキ

作業1 縫い場・・・作業場1で作業を行う。布の一部を絞り染色したときに模様がつくようにする工程。
① ② ③ ④

下絵を布に描く 下絵に沿って針を刺す点を書く 点に沿って縫う 糸を引っ張り布を絞る

作業２縫い場・・・作業場1で作業を行う。染色された布に糊を使って柄付けをし、鯉のぼりを制作する工程。
① ② ③

染めた布の上に型をのせる

染めた布

型

型の上から糊を塗っていく
糊 糊を伸ばす箆

干して糊を乾かす 余分な糊を洗い落とす 布を乾かす

縫製された布

④ ⑤ ⑥

バンド

口のところを補強

紐の長さを測る道具

測った紐を口につける

⑦

作業3 縫い場・・・作業場1で作業を行う。鯉のぼりの口の補強に使うバンドを加工する工程。
① ② ③

荷造りバンドを使う 特定の長さを測り、カットする カットしたバンドの角を丸くする

畑(3)

畑(2)

畑(1)

エントランス

種を蒔く

① ② ③ ④

水やり 雑草を抜く 土壌を整え、苗を育成する 畑の維持・管理を行う 染料を収穫する
藍玉ねぎの皮

栗マリーゴールド

作業4 染め場・・・作業場1,3で作業を行う。他の作業で使われる布や糸を染料を使い、染める工程。

お湯で布を洗う

① ② ③

布をお湯に浸す 畑の植物の使いながら染料を煮出す
④ ⑤ ⑥

染料をザルと不織布でこす

お湯で薄める

藍玉ねぎ

栗マリーゴールド

染液に布を入れる 入らなかった染液を洗い流す

媒染する

⑦

染まるまで⑤、
⑥を繰り返す

⑧ 染めた布

染めた糸

染めたものをタオルで脱水する

タオル ⑨

色むらになるため日光に当てないように陰干しする

染めた布 染めた糸

畑へ

作業６染め場・・・作業場3で作業を行う。引染という方法で染める工程。
①

②

③

④ ⑤

染色していない白い布
型

染めていない布の上に型をのせる

防染糊 糊を伸ばす箆 おが屑 おが屑を置く物

染めない部分に防染糊の塗る 防染糊の表面をおが屑で保護する

断面方向

染料を含ませた刷毛でむらなく染める

職員染料

水洗いし糊を落とす 日光による天日干しを行い乾かす

作業５織り場・・・作業場2で作業を行う。作業４で染色した糸を使って織生地を作り、それを物へと加工する工程。
① ②

染めた糸を杼に巻きつける 綜絖を上げて杼をくぐらせ、くしで整える 綜絖を変え、繰り返す 織り上がった織生地を取り出す 織生地を加工し小物やバックにする

④ ⑤③くし

杼

ブランケット

マフラー コースター バック

作業室2(アート)

作業室1(アート)

クールダウン

商品売り場

キッチン

職員デスク

洗面器倉庫

倉庫

倉庫

倉庫
作業２を行う

作業1を行う

作業3を行う

作業2を行う

流し

流し

エントランス

縫い場へ

染料樽

コンロ

織り場へ

染め場へ

倉庫

倉庫

バルコニー

作業場2

織り機

洗面器

商品の棚

染めた糸の棚

染めた糸を干す

物置

洗面器 織り機

倉庫

トイレ 流し

作業5を行う

作業4を行う

作業6を行う
コンロ流し

鯉のぼりの糊を乾かす

物置

流し
作業4を行う

染料樽 作業6を行う

防染糊とおが屑を乾かす

ロータリー

染料となる植物を育てる

マリーゴールド

藍

栗

玉ねぎ

地域の人に畑を貸す

染料収穫

染色した布

縫った布

相談室へ

染色した布

縫った布

作業場 1・1階平面プラン 作業場 2・1階平面プラン

作業場 3・1階平面プラン

作業場 2・2階平面プラン

作業場 3・2階平面プラン

織生地

織生地

染料収穫

染色した糸

朝の体操を行うデッキ

防染した布

作業場 1・2階平面プラン

鯉のぼりを干す縁側

作業場3で染められたモノが作業場２の倉庫に保管
され、メンバーはモノを選び、コトへと移っていく

縫製される前の鯉のぼりは空間を仕切る建具になる

モノ・コトによる社会への帰属的描写

仕上がったモノは事業所の中心にある箪笥の中に保管されている

地域の人を巻き込んだ畑で取れたモノが染料として使われていく

玉ねぎ

藍

作業場3で染められたモノが作業場２の軒下で干される

畑仕事をする地域の人の休憩所にモノが残る

玉ねぎ

布

加工途中のモノが屋根裏に展示される

染められたモノはそこでのできコトを残すようにその場に滞在する

作業場はモノの変化とともに空間を変える

作品を展示するために窓を隠す建具

人の特性に合わせて空間を選択していく

モノ・コトによる社会への帰属的描写

モノ・コトによる社会への帰属的描写

モノ・コトによる社会への帰属的描写

モノ・コトによる社会への帰属的描写

モノ・コトによる社会への帰属的描写 モノ・コトによる社会への帰属的描写

モノ・コトによる社会への帰属的描写

モノ・コトによる社会への帰属的描写

モノ・コトによる社会への帰属的描写

作業場 3.4・平面プラン

N

作業場4
厨房カフェ室内テラス

更衣室

便所

調理・喫茶部門

厨房

作業場3
菓子製造部門

作業場1
園芸部門

レモングラス

さつまいも

バタフライピー

観賞用のハーブ

お客さんのエントランス

作業場2との動線

室外テラス

作業場 2・１階平面プラン

N

作業場2
軽作業部門

ハーブティ部門

作業室

作業室

休憩室

乾燥機

保管庫

プランター保管場

ミント
レモングラス

男性便所

作業場4との動線

利用者エントランス

作業場2

作業場4

作業場3 作業場1
園芸部門

レモン・ハーベナ

商品売り場

オーブン

冷蔵庫

作業場3との動線

洗面器

キッチン

N

作業場4

作業場2

作業場3
作業場1

作業場1

集会所

大家

近くの農家（イーストファーム)
農業振興センター

カフェで使う野菜

ANA
銀座の店舗

ハーブティー

他の農家の畑

PTA
子供連れの親のお茶会

場所の貸し出し

収穫

加工

製造

入荷

出荷

消費

レンタルプランター

出荷

郵便局
クリニック

職員1名/利用者2名

職員1名/利用者3名

職員1名/利用者7名

職員1名/利用者4名

お客さんのエントランス

利用者のエントランス

観賞用のハーブ

倉庫

屋外作業用洗面器

生のハーブ

乾燥したハーブ

パック詰めしたハーブ

クッキー

窓からクッキー製造が見える

作業1 園芸部門 ・・・ 作業場１で作業を行う。作業場１の他に観賞用のハーブの手入れも行っている。

種を蒔く

水を撒く 雑草を抜く

土壌を整備し、苗の育成

① ② ③

植物の維持・管理を行う

④商品の加工に使うもの

収穫

作業２ クラフト・軽作業部門 ・・・ 作業場2で作業を行う。広い方の作業室で長テーブルを囲みながら作業。

ハーブの選別枯れている葉を切り落とす 土やゴミなどを洗い流す

ザルから乾燥用トレーに移す 乾燥機に入れて乾燥させる

① ② ③

④ ⑤

作業2 ハーブティー部門 ・・・ 作業場2で作業を行う。保管庫にあるハーブを取り出し、g単位で袋詰めする。

乾燥させたハーブを計量する ラベルを貼り、パックにつめる

① ②

ラベルを貼りパックにつめる

・ハーバルバスの梱包作業

食材を入荷する

作業3 菓子製造部門 ・・・ 作業場3で作業を行う。作業場2で加工されたハーブを使いながらクッキーを作っていく。焼き上がったクッキーは商品として店頭に並べたり、ハーブティーのお供としてカフェで出されたりする。

乾燥させたハーブを混ぜた生地を作る 生地をビニールに移しこねる

ビニール

生地

生地を細長く整形していく

棒状に梱包する 冷蔵庫に入れ、冷やし固める 生地に跡をつけ、後に沿って包丁で切る

跡をつける器具

切った生地をマットに並べる オーブンに入れ、焼き上げる

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

作業4 調理・喫茶部門 ・・・ 作業場4で作業を行う。調理だけではなく接客も行いお客さんとのやりとりを交わす。

計量したハーブを取り出す

加工されたハーブ

茶こしにハーブを入れる お湯を注ぎ抽出する カップに注ぎ・提供

① ② ③ ④
⑥

保管庫にハーブごとに分類する

④レンタルプランター作り

選別しトレーに入れる スコップで掘り起こす プランターに詰めていく

近くの農家（イーストファーム）

農業振興センター

ハーブティーとともに出す料理 提供された食材に合わせたメニュー

農業振興センターを通して農家から野菜の情報をもらう

①

② ③ ④
②

・ハーブティーの梱包作業

＋

野菜を買う

or

ピザ

カレー

社会からのスキマ

社会からのスキマ

食を通して客との関わりがわかる

社会へのスキマ

商品がなくなり、誰かの元へ

社会へのスキマ

農家の人と同じ畑で作業をする

社会へのスキマ

厨房で料理しているのがわかる

社会からのスキマ

ハーブティーの起源を覗く

窓から園芸部門の作業を想う

社会へのスキマ

加工から製品となっていく過程を知る

社会へのスキマ

空のプランターが徐々に装飾されたいく
また、減れば郵便局に飾られていることがわかる

社会へのスキマ

起伏図に福祉事業所の位置と時間が堆積した寺社仏閣の位置をプロットすると寺社仏閣のプロットされた
ラインを境に丘下で福祉事業所が計画されてきたことがわかった。福祉事業所の見学より得られた施設型
となってしまった働く場の要因として近代に入り都市化が進められた丘下をベースに広がっていったこと
で場所と切り離された施設型となった働く場が生み出されてきたことが言える。

寺社仏閣をプロットしたラインを境に見ていくと丘上と丘下をつなぐ徒歩インフラが点在しており、土地に根付いたコン
テクストが集積していることがわかった。このことから丘上と丘下をつなぐ丘中には丘下を基盤に進んできた近代化から
逃れてきた場所なのではないかと考える。これまで近代化の進む丘下で展開されてきた福祉事業所は近代化から逃れてき
た痕跡のある丘中と丘上のコンテクストを含めて読み解いていくことで施設型による枠組みを超えた場所性を獲得できる
のではないかと思う。

まちの分析を続けていると丘上から丘下にかけて地域特有の資源や場の使われ方が根付いていることに気づき、地域の小さな
資源はまちの中で循環していることがわかった。また、そこには地域特有の場の使われ方も垣間見える場所性に富んでいる。

間伐

湧水

銭湯

生ゴミ

堆肥

形の悪い野菜

畑 生活排水

生活の中で出る生ゴミをまとめる

利用者・地域

カフェ

廃棄の手間・費用が減る

プランター

行政や店の植栽

水やり

水やり
生活の中で出る水を利用

無人販売

管理
利用者

ゴミを寄付する

1 ヶ月に一回変える

仕事
寺院

落ち葉

家庭菜園

仕事

回収し、資源に

プランター作り
仕事

販売店養鶏 切れ端

雨

貯水タンク

バスインフラ 丘下へ

切れ端

管理
利用者

薪割り
利用者

生産

消費

肥料

丘上と丘下の中間

丘上

丘上と丘下の中間丘下

丘下

丘下と丘上の往来

仕事

例 )コミュニティが残存する空き家

近代化から逃れてきた
場所に資源はある

鶴見にある資源や場の使われ方は相互に関わりをもっており、地域の中で循環している断片が見えてきた。そ
れらの場所性に伴う事物を抽出し、鶴見で循環するモノ・コトと連関していくことで就労の場を築いていく。

場所に対する読み解きにより、丘上から丘中を経由して丘下へと資源を抽出
していくと資源の分布の規則性が徐々に明らかになってきた。ここでは資源
が地形とともにどのように分布しているかをまとめていき、資源の分布から
地域の特性と丘下と丘上相互での資源の循環を整理していった。

寺社仏閣

丘中の畑

擁壁森

幼稚園 小学校

丘上（住宅地エリア）

丘中 丘下 河川

バスインフラ

アーケード・商店 町工場

野菜直売所落ち葉

木材

家庭菜園

丘下の小さな畑

湧水

配水所中学校

商業エリア 町工場エリア住宅地エリア

丘上の畑 丘上トレイル 丘中トレイル

丘下トレイル

バスインフラ駐車場

木材製材工務店駐輪場

河川敷

社会への帰属意識・場所への帰属意識の獲得

調査・見学を続けていると就労の中にモ
ノが循環している２カ所の福祉事業所に
出会った。この二つの事業所では利用者
は自身が行っている作業の前後を知り、
モノが形を変えていく様子を直近で体験
し、最後に完成したときの喜びを実感す
るといったモノづくりから就労の場を築
いている。モノの循環に身を置くことは
モノを通して人と人が繋がり、モノの受
け渡しをしたり、会話が生まれたり、モ
ノを介して外部の人と関わったりなど、
社会性の帯びた風景はそこにあった。
そのような考察からモノが循環するふる
まいと社会性を獲得することを目標とし
た福祉事業所を掛け合わせることで社会
への帰属意識を獲得していくことができ
るのではないかと考える。

モノが循環する福祉事業所

福祉事業所は丘下に計画されてきた
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近代化から逃れてきた丘中

丘下から丘上にかけて見えてくる資源 鶴見のある資源を拾い上げながら事物の循環を可視化する

鶴見に見られる資源の抽出

地図出典　地理院地図（電子国土web)
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園芸・仕分け

ストック・加工

直売所・バス停

市場・レストラン

見学での支援員・利用者との対話やそこでの作業風景の観察、そして実際に
見たからこそわかる些細な気づきを福祉事業所における空間に対する設計の
手がかりとし、要素を抽出していきながらスケッチとしてまとめ、それらを
タイプロジー化して整理していった。

難しさを抱えた人々が同じ作業空間で活動を行っていく上で相互の関わり方を丁寧に解く必要がある。またこれまでの作業空間は壁に対して向きが決められ他者との関わりを断つように成立する。ここ
では作業空間における視点場に着目する。視線を断つということは彼らとって作業と休憩の間を示す一方で視点場が異なっていくことで個人空間を獲得しながら相互の関わりを持つ計画を可能にする。

異なる視点場

利用者が社会復帰を目指していく上で距離を作ることは重要な訓練の一つであった。距離を獲得することは時事刻々
と揺れ動く心情に対し、多数で行う作業に近づくこともできるしシェルターのように心を落ち着かせることもできる。
ここでは距離の操作を行うことで利用者自身が周囲を取り巻く外界に対しての距離感を獲得していくことを考える。

獲得する距離

福祉事業所での支援員と利用者との対話の中で階段というワードが度々上がる。それは階段の勾配による上りにくさであったり、逆に階段が福祉事業所の中でのお気に入りの場所としてあげら
れたりなど様々だった。そのような経験から階段はそこで過ごす人々にとって身体的な記憶に蓄積される媒体なのではないかと考える。ここでは階段の上り下りの体験の中にある視線の移ろい
や体の方向性に注目していきながら移動のためだけではない階段のふるまいを考える。

身体的記憶に残る階段

これまでの施設化した働く場は内側でのふるまいを外部に
対して断絶してきた。ここでは福祉事業所とその外部に引
かれたはっきりとした境界を崩していくことを考える。

内と外の反転

まちの条件＿資源マップの作成から連関する資源とその資源を活用した就労、そしてそれらを展開する敷地の選定 見学と対話から得た空間への気づきの記録

抽出した資源はコンタの上に資源マップとしてプロットしていった。プロットされた資源は
類似の特徴を持つ資源同士でグルーピングしていくとまちの構造が明確になってくる。

まちの循環の中から就労について結びつける上で、連関する資源とその資源を取り扱う敷地
の選び方、そして資源やそこで働く人がまちに介入していくためのルート選び、またその資
源を使って仕事として地域にどのように還元していくのかを読み解いていく必要がある。

この資源マップの作成より連関させる資源と福祉事業所の敷地の選定を行い、そこでの仕事
の内容を決めていった。

徒歩インフラ
バスルート
バス停
森・林
畑

生活資源
労働資源
産業資源

地域資源

寺社仏閣

学校
駐車場

○鶴見区の資源

資源マップ

資源の分布から敷地と連関するモノを抽出する。福祉事業所は分散型とし、3つの敷地を選定

Site1＿園芸・仕分け

連関するモノ

畑・徒歩インフラ・落ち葉

丘上では園芸を行う。育てられた作物は Site2
に運ばれ加工されていく。

丘中には丘上で育てられた作物や地域の資源を
ストックする場所となる。落ち葉や木材は肥料
や薪などに変えられ Site1 で活用される。そして
一部の作物は加工され、丘下へと運ばれる。
またこの場所には幼稚園の送り迎えにきた自転
車が集まり自転車もストックされる。

Site2＿ストック場・加工

連携するモノ

丘上の作物・落ち葉・木材・駐輪所

丘上でとれた作物は丘下へと降りてきて Site3-1
へと運ばれる。それらの作物は分棟としてここへ
と運ばれ、直売所として商品を並べ地域に消費し
ていく。これまで丘上でとれた作物は丘下の直売
所で売られてきた鶴見の循環を引き継いでいく。

Site3-2＿バス停・直売所

連携するモノ

丘上の作物・バスインフラ・直売所

商店街に面した敷地には市場とレストランを計
画する。不特定多数の人が集まり、社会性の高
い福祉事業所となる。

Site3-1＿市場・レストラン

連携するモノ

丘上の作物・生活資源・徒歩インフラ

見学ダイアログ



まちと福祉事業所

バスインフラ

EV

Site3-A　レストラン・市場

Site3-B　バス停・販売所

バス停

野菜直売所

作業室 搬入口

EV

ミーティングルーム

ショップ
前庭

丘上から作物がおりてくる分棟へと作物を運ぶ

前室
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徒歩インフラ

作物を運ぶふるまいがまちの風景を作る

生活資源が立ち並ぶ

バスインフラはまちの生活を支える

site3. まちの骨格を示す丘下

丘下は近代化とともに発展し、生活の拠点としてまちの骨格を成してきた。
サイト 3では丘上で採れた作物、丘中で加工されたモノの消費の場として、まちの交差点にレストラン兼市場を計画する。ここは丘上から降りて
きた福祉事業所の循環と生活資源によるまちの循環が交差する場所であり、三つの敷地の中で最も社会性に富んで場所である。それらに対してこ
こでは縦方向に利用者が距離を獲得していくように塔状に計画する。身体の方向性を変えながら階段を上り、各々がまちに対する距離を選択する。
階段の途中途中にはまちに沿うように個室を設け、階段とともに作業空間を見つけていく。また、分棟としてまちの角を抑えるようにバス停と
無人販売所を計画する。ここをつなぐ 90mの道は利用者がまちを行き来する風景を作り、まちの中に彼らの活動が帰属していく。

site3_1階平面図
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落ち葉ストック

薪割り
作業場

待合

寺院で回収された落ち葉が集まる 間伐された木片が集まる

徒歩インフラの間にはコミュニティが存在
徒歩インフラが3本交差する

駐輪所

自転車は丘下に溜まる

送り迎えの待合

幼稚園

1階平面図
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幼稚園

site2. 意味を獲得する道

資源サーベイから丘中は多くの資源が集積するところであり、まちの特徴をよく示す。しかし、丘上と丘下をつなぐ
丘中の道はまちから独立し、資源やまちのコミュニティを抱擁する余地を作らない。
サイト 2ではまちの資源を受け止める事業所として道に沿うように資源を回収していく。起伏が激しいこの道では自
転車は丘下で止まり、丘上は徒歩インフラが 3本交差する。それらに腕を伸ばすように線形で構成し、待合と休憩所
を計画するとともに起伏に沿って段々状に作業場が展開していく。
まちの資源はサイト 2でストックされ利用者によって加工され、まちに還元されていく。

0 1 2 5 10長手方向断面パース

待合

作業場

作業場薪割り

作業場

水場

駐輪所

水場

徒歩インフラの交差点

休憩所

送り迎えのコミュニティ

丘上・丘中の資源の集積

落ち葉ストック

まちとの距離を獲得するdepth

site2_1階平面図
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道具倉庫

作業室

作業室

静養室

休憩部屋

-２５０

洗い場

乾かし場・整頓

作業室

休憩部屋
-1500

休憩部屋
-750

静養室

休憩部屋
-1000

作業室

洗い場

ストック場

搬入場

丘上市場

搬出倉庫

Site1-A　園芸棟

Site1-B　ストック棟

Site1-C　丘上市場・ハーブ棟

休憩所

-５００ -７５０

水場

丘上でとれた作物が集まってくる

小上がり

園芸棟で採れた作物や他の丘上の畑の作物が並ぶ

既存の徒歩インフラに沿うように市場を設ける

丘上でとれた作物は丘中を経由して丘下へと運ばれる

周辺住戸の共有庭

収穫した作物は洗い場へと運ばれる

洗った作物はヤグラの下で乾かし
仕分けるため作業場へと運ぶ

仕分けられた作物は一時管理するためストック場へと運ぶ

ストックされていた作物は丘上市場へと売り出される

丘上の農家の人が福祉事業所で
レクチャーをし、ともに育てていく

異なる視点場

内と外の反転

異なる視点場 獲得する距離

異なる視点場 獲得する距離

異なる視点場 獲得する距離

異なる視点場 獲得する距離

内と外の反転

獲得する距離

site2へ

site1. 近代化から逃れてきた丘上

近代化が進むなか、丘上はその流れから逃れ、園芸の地としてまちを支えてきた。その名残は
現代においても残されており、丘上には畑資源が今もなお点在していることが見えてきた。
そこでサイト 1は福祉事業所の始点として丘上で園芸を行う。園芸はさまざまな工程があり、
モノの流れが明確である。ここでは作業フローの流れに沿うように福祉事業所を計画していく。

site1_1階平面図
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